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一元的な可視性によって人員配置を簡略化
企業全体での人員の割り当てに関する情報は、すぐ利用できることが重要です。これにはまず、1つに統合されたビューが必要です。リソー
ス・マネージャはこのビューでスタッフ全員のアクティビティと、待機中のすべての作業を把握できます。 

リソースの一元管理は PPMの基盤です。PPMを介してマネージャは自分の業務に関連するほとんどすべての機能を実行できます。各社
員がどのプロジェクトに取り組んでいるか、あるいは各社員の現在の割り当て率についてドリルダウンできます。また、スタッフのビューと
プロジェクト・ビューを簡単に切り替えられるため、相互関係を明確に理解して相互依存性を評価できます。承認を必要とする人材配置要
求についてのアラートを受け取り、他のチーム・メンバーの作業予定との関連で各要求を評価できます。Microsoft® Excel®のような最初
から使いやすいパラダイムを使用して、組織にとってより適切な調整を追求できます。 

PPMではワークフローを開始したり要求に対処したりする必要がなく、簡単な方法でリソースの要求と承認を行えます。直観的、簡単、
かつ非常に視覚的で、複雑なナビゲーションは必要ありません。
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リソース管理ツールの再構築によるタスクの簡略化、コラボレーションの推進、
アクションの促進

概要

課題
自宅でテクノロジを利用しているユーザは、職場で使用するツールにも同じ使いやすさと直観性を期待します。しかしエンタープライズ・ツー
ルは変化のペースに対応できていません。多くの製品ポートフォリオ管理（PPM）ソリューションでは、リソース・マネージャはワークフロー
全体を構築する必要があります。また、リソース管理の基本的なコンポーネントを確認し、スタッフの作業内容を見るだけでも、多数の画
面を移動することを余儀なくされています。また、リソース・マネージャから指摘されているのは、日常のタスクの実行、他のスタッフと
の状況に応じたコミュニケーション、重要な情報へのドリルダウン、リソースのフィールドの絞り込み、資金面とモデルの結果の予測などを
行える簡単な方法がないということです。

ビジネス・チャンス
CAはリソース・マネージャに真の価値を提供するために、CA 
Project & Portfolio Management（CA PPM）ソリューションを刷
新しました。このソリューションでは以下の 4つの真実を重視して
います。

• 人材配置は単なる承認プロセスではなく、協調と交渉のプロセス
であること。

• リソース管理のために設計された複雑な検索アルゴリズムは、ほ
とんど役に立たないこと。

• 共通の人材配置の問題を解決する鍵は、焦点を絞ることであるこ
と。

• アプリケーション・エコノミーでは他のすべてと同様に、日常業務
もスピード、簡略化、直観的な処理が不可欠であること。

メリット
新しい CA PPMソリューションでは、管理者や部署、関係するチー
ムにかかわらず、リソース・マネージャやプロジェクト・マネージャ
に単一の情報源が提供されます。つまり、1つのソリューションで
あらゆるタイプのプロジェクトを管理できます。
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リソース管理：

リソースの一元管理は
CA PPMにとって重要
な基盤です。

財務予測とモデル化 
財務予測は通常のリソース管理ツールには備わっていませんが、リソース計画にとって重要なコンポーネントです。CAはこの機能を追加し、
リソース・マネージャが予算に合わせて計画をモデル化し、人員数をビジネス・イニシアチブに対応させられるようにしました。ユーザはリ
ソースと、リソースが投資にどう結びついているかを表示したり、画面を切り替えて投資と、投資がそれぞれどう結びついているかを表示
したりできます。

各リソースに評価を適用することで、ユーザは割り当ての観点から財務モデルのシナリオを実行できます。人件費がプロジェクトの予算を
圧迫している場合も、マネージャは代替案を容易に模索できます。たとえば、チェコ共和国のプラハの人材は米国の人材より安価である
ことに気がついたり、その価格を入力して予測にどう影響するかを評価したりできます。これらの財務機能は自動的に包括的なビジネス予
測にフィードされます。

予測をリソース計画に統合することで、エンタープライズ・アジリティが推進されます。企業はスタッフが何に取り組んでいるか、そのコス
トはいくらか、そして変数の調整がそのコストにどう影響しうるかを把握できなければ、競争上の脅威に対応するための方向転換はできま
せん。

http://www.ca.com/jp
http://www.ca.com/jp
https://www.linkedin.com/company/ca-technologies
http://blogs.ca.com/jp
https://twitter.com/CAInc
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コミュニケーション。交渉。コラボレーション :。
人員配置は単純なプロセスだと考えられがちですが、実際はそうで
はありません。リソース・マネージャは証明できるでしょうが、人員
配置は適切なスキルを持つスタッフを探すだけのような簡単なこと
ではありません。スキルセットは重要な要素ですが、それぞれの割
り当てには人材が必要な時期、人材の都合がつく時期、人材が確
保できないことがビジネス成果物に与える影響など、複数の追加条
件が伴います。

優れた人材は必然的に需要が高いため、人材配置には協調的な交
渉を行うことが必要です。最適な人材を最適なタイミングで確保す
るには、リソース管理ツールから状況に応じたコミュニケーション、
交渉、コラボレーションを行う必要があります。 

CAはソーシャル・コラボレーション・ツールを PPMソリューション
の中心的な要素として組み込みました。ユーザは関連トピックにつ
いていくつでもコミュニケートでき、ツールを終了せずにすぐ回答
を受け取れます。会話に参加していない人物に情報を要求されたと
きは、ブラウザまたは Eメールを介して@mention通知を送信で
きます。クリック 1つで受信者に会話の詳細が表示され、受信者は
通知を介して直接応答できます。 

この新しい機能によってユーザは、手助けしてもらえる可能性があ
る他のステークホルダーと状況に応じたやり取りをしながら、いくつ
でも問題に対応できます。協力し合って問題を評価でき、それに対
応するオプションを調べ、即座のアクションをとることができます。

たとえば、PMがツールを介してリソース・マネージャに、Dianeは
配置換えが可能か問い合わせます。Dianeは予定が埋まっていまし
たが、Andyは都合がつくことがわかり、協議の結果、Andyは適
切なスキルセットを有しているという結論に達しました。PMは
Andyにその仕事を割り当てることに同意し、スケジュールを予約し
て協議を終わりました。電話も Eメールも、廊下での話し合いも必
要ありません。コラボレーションをプロセスの 1部として組み込む
ことで、パワフルなソリューションとなっています。
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財務予測：

各リソースに評価を適
用することで、ユーザ
は割り当ての観点から
財務モデルのシナリオ
を実行できます。

プロジェクト・マネージャは CA PPMを使用
して、優先度の高いプロジェクトで必要と

されている週に Dianeは都合がつかない
が、翌週には対応できることを確認します。

これはワークフローや高度な検索アルゴリ

ズムでは状況を解決できません。交渉が必

要です。

http://www.ca.com/jp
http://www.ca.com/jp
https://www.linkedin.com/company/ca-technologies
http://blogs.ca.com/jp
https://twitter.com/CAInc
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協調的な交渉：

人材配置には協調的な
交渉が必要です。

アダプティブ・プロジェクト管理にもコラボレーションが必要
最近の傾向として不定期のプロジェクト管理が増えており、これは
市場に大きく影響しています。従来のプロジェクト・マネージャは正
式に研修を受け PMI認定を取得していましたが、臨時のプロジェク
ト・マネージャは従来とは異なり、プロセスよりもほとんどデリバリ
だけを重視する傾向があります。

そのため、状況に応じたコミュニケーションに重点を置く、もっと直
観的なプロジェクト管理ソリューションと、生産性および成果の向上
が重要になっています。リソース管理について、CAはこうした新し
い要件に対応するために設計されたプロジェクト管理コラボレーショ
ン機能を提供しています。

コラボレーションはメッセージを送るだけの

ツールではありません。組織内の知的資

本を最大限に生かし、アジリティを促進し、

創造性を向上させ革新的な製品の市場投

入を可能にする方法です。

http://www.ca.com/jp
http://www.ca.com/jp
https://www.linkedin.com/company/ca-technologies
http://blogs.ca.com/jp
https://twitter.com/CAInc
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適切な人材を適切なタイミングで確保 
リソース・マネージャが完璧な資格を持つ完璧な候補者を見つけるための絞り込みを目的とした検索ツールを、多くのベンダが販売してい
ますが、これらのツールが役に立つことはまれです。変数や考慮すべき状況がありすぎて、フィルタが効果的に機能しないのです。

図 4

リソースのテレスコー
ピング：

スケジュールの都合
がつきスキルセットも
ある最適な候補者を
迅速に特定できます。

焦点を絞って大きな問題を解決
計画はすべて同じではありません。リソース・マネージャは短期的
に詳細な計画を立て、将来についてはもっと長期的な視野で見る
傾向があります。CA PPMの計画タイムスケール機能を使用すれば、
マネージャは独自の短期、中期、長期の計画範囲を定義すること
が可能です。マネージャがリソースの問題の追跡に短期的には週次
ベース、中期的には月次ベ―ス、長期的には四半期ベースを選択
していても、これらのタイムスケ―ルをナビゲートしていくと、リソー
スのボトルネックとなる人材配置の問題が目につくようになっていま
す。

問題に気がついたら、テレスコーピングによってその期間を絞り込
み、特定の問題に関するもっと詳細な情報を得ることができます。
タイムスケールを絞り込むことで、誰が問題の解決に対応可能かを
明確にできます。たとえば次の四半期のための計画プロセスで、
マネージャが中期的な計画範囲を表示しているときにリソースの問
題に気がついたとします。全体像から特定の期間へ絞り込むことで、

特定の社員の業務割り当てが過剰であることを確認できます。この
期間のチームを全員表示すると、マネージャは割り当てが少ない社
員は誰かを確認でき、この社員が追加の業務を担うのに適切なス
キルセットを備えているかどうかを確認できます。ここでマネージャ
はドラッグ・アンド・ドロップでチーム全体にロード・バランシング機
能を使用し、異なるシナリオをテストした上で、最終的にプロジェク
トの再割り当てを行えます。ワークフローも多数の画面の切り替え
も必要ありません。

PPMによってマネージャは将来的なリソースの問題を視覚化でき、
人材配置の問題が起きる前に、余裕を持って問題を簡単に解決で
きます。

テレスコーピングによってリソース・マネー

ジャは、短期的にはきめ細かく、長期的に

は大まかな計画にするというように、実際

の計画の仕方を設計できます。

http://www.ca.com/jp
http://www.ca.com/jp
https://www.linkedin.com/company/ca-technologies
http://blogs.ca.com/jp
https://twitter.com/CAInc
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問題の特定と解決 
ピン留めもリソース・マネージャが人材配置の問題に対処するため
に役立つ機能です。人材配置の問題と、考えられるソリューション
が視覚的に離れていることがよくあるからです。 

たとえば以下のようなシナリオがあります。Andyは過剰な業務を
抱えていますが、Drewは来週予定が空いています。アルファベッ
ト順のリストでは、AndyとDrewは数ページも離れていることがあ
ります。しかし、テレスコーピング機能を使用し、問題がある対象
期間にビューを絞り込んだ後、ピン留め機能を使用すると、候補者
を分離して比較することが可能です。AndyとDrewをピン留めす
ると、他の候補者は表示されません。これで問題の解決にとって的
確な期間と的確な人材だけに焦点が当たります。人材配置の問題
を特定し、ピン留め機能によって表示フィールドを絞り込むことで、
マネージャは Excelに似た簡単なツールを使用して、これら 2人の
間で業務のバランスをとることができます。

同様に、リソース・マネージャが特定の期間にアーキテクトを必要
としている場合を想像してみてください。数十人、数百人のチーム
の中から適切な資格を探すのではなく、都合のつくアーキテクトを
2、3人ピン留めするだけで、別のビューに表示して簡単にこれら
の人材を評価できます。最小限のフィールドで作業する方が、ずっ
と容易です。 

図 5

リソースのピン留め：

ピン留めは特定の候
補を分離して表示する
プロセスです。

ピン留め機能によって、リソース・マネージャ

は問題に焦点を当て、考えられるソリュー

ションを選択して評価でき、迅速な行動を

とれます。

http://www.ca.com/jp
http://www.ca.com/jp
https://www.linkedin.com/company/ca-technologies
http://blogs.ca.com/jp
https://twitter.com/CAInc
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CA PPMがビジネスにどう役立つかについての詳細は、ca.com/jp/ppmをご覧ください

CA Technologies（NASDAQ：CA）は、企業の変革を推進するソフトウェアを作成し、アプリケーションケーション・エコノミーにおい
て企業がビジネス・チャンスを獲得できるよう支援します。ソフトウェアはあらゆる業界であらゆるビジネスの中核を担っています。プ
ランニングから開発、管理、セキュリティまで、CAは世界中の企業と協力し、モバイル、プライベート・クラウドやパブリック・クラウ
ド、分散環境、メインフレーム環境にわたって、人々の生活やビジネス、コミュニケーションの方法に変化をもたらしています。詳細
については ca.com/jpをご覧ください。

使い慣れたインタフェースで楽に操作
リソース管理は簡単であることが重要なため、使い慣れたインタ
フェースを使用して、習熟に時間がかからないようにする必要があ
ります。多くの企業では Excelに馴染みがありリソースの追跡にも
既に使用されているため、CAは Excelに似たインタフェースを備
えたツールを設計し、ユーザが期間や投資の表示間で割り当ての
切り取り、コピー、貼り付けを行えるようにしています。ドラッグ・
アンド・ドロップ機能でプロジェクトの人員を配置できるため、マネー
ジャはすぐに全力でプロジェクトを進めることが可能です。

あらゆる角度からの可視性でアジャイ
ル・ビジネスに対応
現在の企業は変化する市場の状況に迅速に対応できなければなり
ません。それには各プロジェクトが具体的にどういう状況にあるか
を、リアルタイムにビジネス用語で理解できることが必要です。CA 
Agile Central（旧 Rally）と CA PPMの統合は、アイディエーショ
ンからデリバリまでプロジェクトの全範囲を包括的に可視化します。
企業全体からデータを集約することで、投資したプロジェクトにつ
いてビジネス部門のユーザが把握できない場合に起きる混乱を回
避できます。チームがプロジェクトをどのように完成させているか、
スタッフが何に取り組んでいるかを今ではリアルタイムで評価でき
るようになりました。また、資金調達の条件がいつ変化したかの特
定や、プロジェクトに影響する可能性がある問題についてのアラー
ト通知もリアルタイムで行えます。 

CA PPM + CA Agile Central = 部門の枠を超えた価値
リソース・マネージャ、財務マネージャ、プロジェクト・マネージャにとって、この統合は真の価値を提供します。
PPMの時間管理モジュールは CA Agile Centralのユーザ・エクスペリエンスに直接統合され、作業時点でデータを取得できるため、PM
はより正確なデータを使用してポートフォリオを管理できます（開発者はタイムシートへの入力にかかる多くの時間を節約できます）。これ
は PMが予算をより効果的に管理し、アジャイル・イニシアチブによるポートフォリオへの貢献を把握して、エンドツーエンドの企業レポー
トを作成するために役立ちます。

CA PPMのお客様が CA Agile Centralから得られるもの CA Agile Centralのお客様が from CA PPMから 
得られるもの

• ソフトウェアの資産化
• ポートフォリオの可視性
• １つの資金調達モデル
• 予算管理
• 人員数の可視性
• 実行のROI
• エンドツーエンドの企業レポート

• 報告の負担の回避
• ビジネス戦略に対するチームの透明性
• ワークスペース全体の可視性
• 企業内のアジャイルな拡張
• アジャイル開発のリスク軽減
• 意思疎通不足の解消
• 二重の報告の防止とアジャイルの価値に関する質問への回答
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